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関
係
省
庁
へ
の
要
請
行
動
は
野

田
会
長
よ
り
『
７
月
15
日
に
開
催

し
た
第
30
回
定
期
総
会
に
お
い
て

決
定
し
た
「
２
０
２
６
年
度
政
策
・

制
度
要
求
」
の
内
容
に
つ
い
て
要

請
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
で
、
今

後
、
検
討
し
て
進
め
て
い
た
だ
く

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
。』

と
あ
い
さ
つ
、
要
求
書
を
手
交
後
、

事
務
局
か
ら
内
容
説
明
を
行
い
、

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

          

  

退
連
か
ら
は
、
野
田
会
長
、
宇
田

川
事
務
局
長
、
事
務
局
と
、
退
連
・

岡
本
幹
事
（
農
水
退
事
務
局
長
）
が

参
加
し
ま
し
た
。 

農
林
水
産
省
か
ら
は
、
岡
本
大

臣
官
房
政
策
課
調
査
官
、
山
本
大

臣
官
房
政
策
課
企
画
官
に
対
応
し 

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

農
水
省
か
ら
は
、
①
「
農
地
の
整

備
・
確
保
」
に
つ
い
て
は
、「
農
業

構
造
転
換
集
中
対
策
５
カ
年
」
を 

          

     

進
め
、
農
地
の
大
区
画
化
等
や
ス

マ
ー
ト
技
術
の
開
発
な
ど
を
推
進

し
て
い
る
。
②
畜
水
産
物
の
安
全

基
準
の
明
確
化
に
つ
い
て
は
、
輸

入
品
は
基
本
的
に
は
国
内
基
準
と

同
等
の
も
の
し
か
流
通
で
き
な
い
。

農
薬
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
各
国

で
は
病
害
虫
の
状
況
等
が
違
う
の 

          

で
海
外
と
同
一
は
難
し
い
面
も
あ

る
が
、
農
薬
の
再
評
価
を
進
め
て

い
る
。
③
食
料
自
給
率
を
上
げ
る

た
め
に
は
、
主
食
・
畜
産
を
増
や
す

こ
と
が
必
要
。
ま
た
肉
だ
け
で
な

く
、
飼
料
と
な
る
麦
・
大
豆
の
自
給

率
を
高
め
る
こ
と
も
必
要
に
な
っ

て
い
る
。 

な
ど
の
回
答
を
受
け
、
意
見
交

換
を
行
い
、
岡
本
幹
事
は
、
令
和
の

コ
メ
騒
動
に
関
し
て
、「
米
」
問
題

の
克
服
・
回
復
・
解
消
す
る
た
め
の

農
家
の
所
得
保
障
政
策
の
必
要
性

に
つ
い
て
発
言
し
ま
し
た
。 

最
後
に
要
求
内
容
の
検
討
を
要

請
し
終
了
し
ま
し
た
。 

   

退
連
か
ら
は
、
野
田
会
長
、
宇
田

川
事
務
局
長
、
事
務
局
と
、
退
連
・

中
西
常
任
幹
事
（
自
治
退
事
務
局

長
）、
山
岸
都
市
交
通
連
絡
協
議
会

会
長
が
参
加
し
ま
し
た
。 

   

田
中
住
宅
局
安
心
居
住
推
進
課

長
と
担
当
者
５
名
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

 

住
宅
局
か
ら
は
、
①
昨
年
10
月

施
行
の
「
改
正
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ

ー
ネ
ッ
ト
法
」
の
進
捗
状
況
は
、
登
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◇◇◇省庁要求項目◇◇◇ 

◆農林水産省 

〇「食」の安心・安全、農業の持続的な発展 

①安心・安全で安定的な食糧を 

確保するため食料自給率の向上と 

生産基盤となる農地の整備・確保 

②輸出入農畜水産物の安全基準の明確化と 

国民への情報提供 

◆国土交通省 

◇住宅局 

〇社会保障としての住宅 

①すまいの保障―住宅困難者の社会的解消 

②「過剰住宅」「老朽時対策を欠く 

住宅」を生まない住宅政策 

◇総合政策局 

〇地域公共交通を軸とする移動保障の充実 

①国-自治体が一体となった取り組みの推進 

②バリアフリーへの取り組み 

③道路交通環境の改善 

④地域事情等による移動手段に困る 

高齢者への支援 

◆財務省 

〇高齢者医療制度における 

医療費自己負担の在り方の再検討 

〇介護保険制度 

◆厚生労働省 

〇高齢者医療制度について 

〇介護保険の利用者負担について 

  

 

（7/27） 

野田会長より岡本大

臣官房政策課調査官

へ要求書を手交 
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録
住
宅
は
今
年
６
月
末
時
点
で
約

97
万
戸
。
改
修
費
や
家
賃
低
廉
化 

な
ど
の
支
援
は
、
自
治
体
に
お
い

て
も
新
規
に
補
助
制
度
の
創
設
な

ど
取
り
組
み
が
拡
大
し
て
い
る
。

②
住
宅
確
保
要
配
慮
者
の
民
間
賃

貸
住
宅
へ
の
円
滑
な
入
居
の
推
進

と
し
て
居
住
支
援
協
議
会
を
立
ち

上
げ
、
居
住
支
援
法
人
に
対
す
る

補
助
項
目
の
追
加
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。
③
居
住
サ
ポ
ー
ト
住
宅
は

10
年
で
10
万
戸
の
大
き
な
目
標

を
考
え
て
お
り
周
知
を
図
っ
て
い

き
た
い
。
④
単
身
高
齢
者
に
つ
い

て
は
、
身
元
保
障
の
問
題
、
孤
独
死

等
入
居
後
の
課
題
の
懸
念
か
ら
、

入
居
を
拒
む
ケ
ー
ス
等
は
認
識
し

て
い
る
。
居
住
支
援
法
人
や
地
域

の
居
住
支
援
協
議
会
が
様
々
な
活

動
を
行
っ
て
い
る
が
、
未
設
置
の 

市
町
村
も
ま
だ
多
く
あ
り
、
住
宅

部
局
と
福
祉
部
局
が
連
携
し
て
い 

          

く
よ
う
国
と
し
て
も
働
き
か
け
る
。 

⑤
コ
ン
パ
ク
ト
プ
ラ
ス
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
取
り
組
み
は
、
生
活
に
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
（
医
療
、
福
祉
、
公 

共
交
通
）
機
能
を
維
持
し
て
い
く 

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
住
民
の
理

解
を
得
て
、
取
り
組
み
を
進
め
る
。 

 

な
ど
、
各
項
目
に
対
す
る
回
答

を
受
け
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

  

大
坪
交
通
政
策
課
長
は
じ
め
担

当
者
１０
名
の
方
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

総
合
政
策
局
か
ら
は
、
①
高
齢

者
や
障
害
者
の
生
活
に
必
要
な
移 

動
手
段
段
確
保
に
つ
い
て
は
、

本
年
１
月
策
定
の
「
第
３
次
交
通

政
策
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、
ま
ち

づ
く
り
等
の
観
点
を
含
め
て
国
・

自
治
体
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
い
る
。
②
バ
リ
ア
フ
リ
ー
施

策
は
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
等
の
観
点

か
ら
新
た
に
政
策
の
枠
組
み
を
構 

        

築
す
る
た
め
の
検
討
会
を
設
定
し

た
。
③
安
全
な
輸
送
確
保
に
つ
い

て
、
平
成
26
年
度
か
ら
５
年
毎
に

道
路
管
理
者
に
よ
る
点
検
が
行
わ

れ
て
い
る
。
財
政
面
の
支
援
と
し

て
国
土
交
通
省
で
道
路
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
事
業
補
助
制
度
を
設
け
て
い

る
。
④
上
下
水
道
の
老
朽
化
対
策

は
、
昨
年
６
月
の
「
第
１
次
国
土
強

靱
化
実
施
中
期
計
画
」
で
、
上
下
水

道
施
設
の
戦
略
的
維
持
管
理
・
更

新
が
位
置
づ
け
ら
れ
、
老
朽
化
対

策
な
ど
を
重
点
的
に
支
援
し
て
い

る
。
⑤
自
転
車
レ
ー
ン
な
ど
の
通

行
空
間
の
整
備
は
、
安
全
で
快
適

な
自
転
車
利
用
環
境
創
出
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
出
し
て
い
る
。
⑥
令
和

７
年
度
か
ら
９
年
度
ま
で
を
「
集

中
対
策
期
間
」
と
定
め
、
地
方
運
輸

局
に
よ
る
伴
走
支
援
や
交
通
空
白

解
消
、
官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
を
通
じ
た
民
間
の
技
術
サ
ー

ビ
ス
の
活
用
な
ど
に
よ
り
地
域
の

足
の
確
保
に
強
力
に
取
り
組
ん
で

い
る
。 

な
ど
、
各
項
目
に
対
す
る
回
答

を
受
け
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

 

  

退
連
か
ら
は
、
野
田
会
長
、
宇
田

川
事
務
局
長
、
事
務
局
と
、
退
連
・

中
西
常
任
幹
事
（
自
治
退
事
務
局

長
）、
が
参
加
し
ま
し
た
。 

財
務
省
か
ら
は
、
五
十
嵐
主
計

局
税
制
第
一
課
課
長
補
佐
、
松
井

主
計
局
厚
生
労
働
係
主
計
官
補
佐

に
対
応
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

財
務
省
か
ら
は
、
高
齢
者
医
療

制
度
に
は
多
く
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
の
方
々
が
お
り
、
高
齢
者
と 

い
う
よ
り
も
低
所
得
者
に
対
し
て

適
切
に
配
慮
す
る
事
と
い
っ
た
点 

も
考
慮
し
な
が
ら
、
負
担
で
き
る 

方
に
は
な
る
べ
く
負
担
し
て
い
た

だ
き
、
制
度
の
持
続
可
能
性
を
維

持
し
、
将
来
世
代
へ
の
負
担
の
先

送
り
な
ど
を
回
避
し
た
い
と
思
っ 

て
い
る
。
制
度
の
バ
ラ
ン
ス
や
、
財

政
的
な
負
担
が
あ
る
中
で
関
係
者

の
方
々
の
理
解
を
進
め
て
い
き
た

い
、
と
の
考
え
や
、
金
融
所
得
を
含

め
た
所
得
税
に
お
け
る
総
合
課
税 

化
、
高
齢
者
医
療
の
窓
口
負
担
に

つ
い
て
の
基
本
的
考
え
方
な
ど
の

説
明
を
受
け
、
意
見
交
換
を
行
い
、 

       

 

最
後
に
引
き
続
き
の
検
討
を
要
請

し
ま
し
た
。 

   

退
連
か
ら
は
、
野
田
会
長
、
宇
田 

川
事
務
局
長
、
事
務
局
が
参
加
し

ま
し
た
。 

厚
労
省
か
ら
は
、
青
山
総
括
審

議
官
と
事
務
局
に
対
応
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

青
山
審
議
官
か
ら
は
、
①
高
齢

者
医
療
は
、
全
世
代
型
社
会
保
障

構
築
を
図
っ
て
い
こ
う
と
い
う
省 

の
大
方
針
の
観
点
か
ら
す
る
と
、

高
齢
者
の
医
療
保
険
・
窓
口
負
担

割
合
を
見
直
す
と
い
う
こ
と
は
ど

う
し
て
も
避
け
て
は
通
れ
な
い
検

討
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。
②
低

所
得
者
の
方
々
の
必
要
な
受
診
が

確
保
さ
れ
る
よ
う
適
切
に
配
慮
す

る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
原
則
３

割
と
な
っ
て
い
る
現
役
世
代
と
の

間
で
年
齢
に
よ
ら
な
い
真
に
公
平

な
負
担
を
実
現
す
る
観
点
か
ら
見 

       

 

総
合
政
策
局 

財
務
省 

 

厚
生
労
働
省

労
う
同
省 

野田会長より青山総括

審議官へ要求書を手交 

野田会長より松

井主計官補佐、

五十嵐第一課課

長補佐（左）へ要

求書を手交 

野田会長より大坪交

通政策課長へ要求書

を手交 

野田会長より田中

住宅局安心居住推

進課長へ要請求を

手交 
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直
し
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

令
和
８
年
度
末
ま
で
に
、
医
療
保

険
部
会
に
お
い
て
十
分
に
ご
意
見

を
出
し
て
い
た
だ
き
、
丁
寧
に
検

討
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。
③
介
護
保
険
制
度
の
あ
り

方
は
、
昨
年
来
、
社
会
保
障
審
議
会

の
介
護
保
険
部
会
で
議
論
し
、
２

割
負
担
の
基
準
の
あ
り
方
に
つ
い

て
議
論
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
も

丁
寧
に
議
論
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

な
ど
の
取
り
組
み
経
過
や
、
今

後
の
対
応
が
報
告
さ
れ
、
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。 

    

 

退
連
か
ら
は
、
野
田
会
長
、
宇
田

川
事
務
局
長
、
事
務
局
が
参
加
し

ま
し
た
。 

冒
頭
、
野
田
会
長
よ
り
、
第
30

回
定
期
総
会
で
確
認
し
た
「
２
０

２
６
年
度
政
策
・
制
度
要
求
」
を
手

交
し
、
要
求
内
容
の
実
現
に
向
け

て
各
党
に
協
力
を
要
請
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
岩
崎
副
事
務
局
長
よ

り
要
求
内
容
の
ポ
イ
ン
ト
を
説
明

し
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
今
後
、
各
地
方
退
職
者
連 

 

か
ら
の
自
治
体
お
よ
び
議
員
要
請

行
動
で
の
協
力
を
要
請
し
ま
し
た
。 

  
 

                            

         

川
合
幹
事
長
代
行
は
じ
め
、
９

名
の
国
会
議
員
と
多
く
の
秘
書
の

皆
さ
ん
に
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

 

冒
頭
、
川
合
幹
事
長
代
行
よ
り
、

「
急
激
な
物
価
上
昇
に
対
応
し
て

高
齢
な
方
々
が
安
心
し
て
生
活
で

き
る
制
度
づ
く
り
に
必
要
な
意
見 

を
い
た
だ
き
、
党
の
政
策
に
反
映

さ
せ
て
い
き
た
い
。」
と
あ
い
さ
つ

が
あ
り
、
そ
の
後
、
党
か
ら
の
質
問

に
応
え
る
な
ど
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。 

 
意
見
交
換
で
は
、
党
よ
り
、
①
介

護
事
業
所
の
倒
産
・
廃
業
が
２
年

連
続
で
史
上
最
高
件
数
と
な
っ
て

い
る
状
況
に
つ
い
て
、
担
い
手
不

足
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
低
賃
金

問
題
や
、
担
い
手
の
多
く
が
女
性

で
あ
る
130
万
円
の
壁
の
問
題
。
②

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
課
題
。
③
外

国
人
在
留
手
数
料
引
き
上
げ
の
問

題
、
な
ど
に
つ
い
て
発
言
が
あ
り
、

退
連
の
考
え
方
を
説
明
す
る
な
ど
、

意
見
交
換
を
行
い
、
引
き
続
き
の

協
力
を
要
請
し
終
了
し
ま
し
た
。 

    
 

       

小
川
代
表
は
じ
め
、
６
名
の
国

会
議
員
と
秘
書
の
皆
さ
ん
に
出
席

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

冒
頭
、
小
川
代
表
は
、「
日
本
の

様
々
な
社
会
変
化
の
中
で
、
社
会

に
貢
献
し
て
い
る
退
連
の
活
動
は 

後
進
に
と
っ
て
の
励
み
で
あ
り
支

え
で
あ
る
。
要
求
項
目
は
国
政
に

反
映
で
き
る
よ
う
全
力
を
尽
く
し

た
い
。」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。 

 

意
見
交
換
で
は
、「
高
齢
者
住
宅

課
題
」
を
中
心
に
、
身
元
保
証
人
の

問
題
や
老
人
ホ
ー
ム
入
所
の
都
市

部
と
地
方
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
問
題

な
ど
、
意
見
交
換
を
行
い
、
政
治
の

力
で
調
整
が
で
き
る
よ
う
要
請
し

ま
し
た
。 

 
最
後
に
野
田
会
長
よ
り
、「
厳
し

い
こ
と
を
申
し
上
げ
る
事
も
あ
る

が
、
小
川
代
表
が
発
言
し
て
い
る

『
競
争
力
の
あ
る
福
祉
国
家
』
を

貫
い
て
ほ
し
い
。」
と
エ
ー
ル
を
送

り
、
終
了
し
ま
し
た
。 

    
 

      

里
見
団
体
渉
外
委
員
長
は
じ
め
、

４
名
の
国
会
議
員
と
秘
書
の
皆
さ

ん
に
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

冒
頭
、
里
見
団
体
渉
外
委
員
長 

は
、「
生
活
者
目
線
、
働
く
皆
さ
ん

の
立
場
で
政
策
を
推
進
す
る
基
本

ス
タ
ン
ス
に
変
わ
り
は
な
く
、
退

連
の
皆
さ
ん
と
方
向
性
で
共
通
す

る
部
分
は
多
い
。」
と
あ
い
さ
つ
さ

れ
ま
し
た
。 

 

議
員
か
ら
は
、
①
今
回
の
「
給
付

付
税
額
控
除
」
は
現
役
の
保
険
料

負
担
の
軽
減
が
目
的
で
あ
っ
た
た

め
、
在
職
者
向
け
の
制
度
設
計
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
年
金
受
給

者
は
別
途
働
く
世
代
と
の
均
衡
を

勘
案
し
、
次
の
年
金
制
度
改
革
の

中
道
改
革
連
合 

国
民
民
主
党 

 

公
明
党 

◇
◇
２
０
２
６
年
度 

政
策
・制
度
要
求
項
目
◇
◇ 

 

１
．社
会
保
障
機
能
強
化
と
財
源
確
保 

２
．予
算
編
成
の
健
全
化
・適
正
化 

３
．雇
用
改
善
・子
ど
も
子
育
て
支
援 

４
．年
金
保
険
制
度 

５
．
地
域
包
括
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

確
立 

６
．医
療
制
度 

７
．介
護
保
険
制
度 

８
．貧
困
・生
活
者
対
策 

９
．温
暖
化
防
止
・気
候
変
動
対
策
と 

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策 

10. 
地
域
公
共
交
通
を
軸
と
す
る
移
動

保
障
の
充
実 

11.
社
会
保
障
関
連
審
議
会
等
へ
の 

参
画
推
進 

12. 
社
会
保
障
と
し
て
の
住
宅 

13.
税
制 

14. 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等 

15.
「食
」の
安
心
・安
全
・安
定
、
農
業

の
持
続
的
な
発
展 

16.
デ
ジ
タ
ル
化
・情
報
管
理
政
策 

17. 
不
招
請
勧
誘
・販
売
に
対
す
る 

規
制
強
化 

政
党
要
請 

 

（8/19） 

野田会長より川合幹事長

代行へ要求書を手交 

野田会長より小川代表へ

要求書を手交 

野田会長より里見団体渉

外委員長へ要求書を手交 
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中
で
取
組
む
べ
き
と
発
言
し
て
い

る
。
②
「
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
」

は
、
今
は
足
踏
み
状
況
に
あ
る
が
、

経
済
界
も
含
め
、
多
く
の
人
が
賛

成
し
て
い
る
の
で
、
し
っ
か
り
進

め
て
い
き
た
い
。 

な
ど
、
要
求
項
目
に
つ
い
て
回

答
を
い
た
だ
き
、
意
見
交
換
を
行

い
、
引
き
続
き
の
協
力
を
要
請
し

終
了
し
ま
し
た
。 

 
 

        
 

 

田
名
部
幹
事
長
は
じ
め
、
４
名

の
国
会
議
員
と
多
く
の
秘
書
の
皆

さ
ん
に
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

冒
頭
、
田
名
部
幹
事
長
は
、「
先

の
国
会
で
は
「
圧
倒
的
な
勢
力
を

持
っ
た
高
市
政
権
が
、
衆
議
院
で

は
、
短
時
間
で
予
算
を
上
げ
、
国
民

生
活
に
関
係
の
な
い
副
首
都
法
案

で
会
期
延
長
す
る
な
ど
、
大
変
乱

暴
な
国
会
運
営
で
あ
っ
た
。
し
か

し
参
議
院
で
は
、
野
党
が
結
集
し
、

与
党
を
追
い
込
む
場
面
も
あ
っ
た
。

平
和
や
暮
ら
し
が
脅
か
さ
れ
て
い

る
中
で
、
私
た
ち
は
、
皆
さ
ん
と
一

緒
に
、
暮
ら
し
を
守
り
・
平
和
を
守

り
、
未
来
に
明
る
い
希
望
を
も
た

ら
せ
る
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
、

党
を
結
束
し
頑
張
る
。」
と
あ
い
さ

つ
を
さ
れ
ま
し
た
。 

 

意
見
交
換
で
は
、
社
会
保
障
国

民
会
議
の
実
務
者
会
議
に
出
席
し

て
い
る
議
員
か
ら
、
対
象
者
や
給

付
額
に
つ
い
て
論
議
の
経
過
や
ポ

イ
ン
ト
に
つ
い
て
説
明
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、「
要
介
護
１
・
２
の
特
例

入
所
」
問
題
や
「
選
択
的
夫
婦
別
姓

制
度
」
に
つ
い
て
も
議
員
か
ら
意

見
を
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
の
協

力
を
要
請
し
終
了
し
ま
し
た
。 

    
 

       

福
島
党
首
と
党
役
員
に
参
加
し

て
頂
き
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。 

 

意
見
交
換
で
は
、「
税
制
」
を
は

じ
め
、「
住
宅
」「
介
護
」「
非
核
三

原
則
」
な
ど
、
幅
広
い
課
題
に
つ
い

て
、
退
連
の
政
策
要
求
や
考
え
方

を
説
明
し
ま
し
た
。 

 

福
島
党
首
か
ら
は
、「
定
数
削
減
」

に
つ
い
て
、
小
選
挙
区
制
で
は
男

性
が
優
位
と
な
っ
て
し
ま
う
状
況

に
あ
る
の
で
、
な
ん
と
か
阻
止
で

き
る
よ
う
に
、
女
性
が
連
携
し
て

対
応
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、 

「
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
」
は
、
多

く
の
人
が
望
ん
で
い
る
こ
と
な
の

で
、
諦
め
な
い
で
声
を
出
し
続
け

て
い
き
た
い
と
の
発
言
を
受
け
、

引
き
続
き
の
協
力
を
要
請
し
終
了

し
ま
し
た
。 

               

                                

                             

立
憲
民
主
党 

社
会
民
主
党 

 

「令和８年熊本地震」に対する特別（緊急）カンパの取り組み 

2026年（令和８年）７月 26日 16時 27分頃、熊本県熊本地方で、マグニチュード 7.1、深さ約 16㎞を震源

とし、熊本県宇城市および氷川町で最大震度７を観測する地震が発生し、熊本市内４市４町、約 12.8 万世

帯に避難指示が出されました。 

連合本部は、芳野会長を本部長とする「令和８年熊本地震」連合対策本部を設置し、特別（緊急）カンパ

等、当面の対策を確認しました。 

退職者連合も連合の「特別（緊急）カンパ」に取り組みますのでご協力をお願いします。 

  〇 期間 2026年 10月 15日（木） ＊連合最終集約日 

〇 方法 ➊ 構成組織・地方退職者連合は、加盟組織および会員に対して、情報を発信して 

特別（緊急）カンパの協力を求めてください。 

        ➋ 構成組織・地方退職者連合で集約して１０月１５日までに口座に振り込みをお願いしま

す。 

          中央労働金庫 普通預金 ０２２８６６０ 

          口座名 「連合令和８年熊本地震救援カンパ」 

          ※振込手数料はご負担をお願いいたします 

野田会長より福島党首へ 

要求書を手交 

野田会長より田名部幹事長へ 

要求書を手交 

～～～当面のスケジュール～～～ 

９月１５日（火） 2026全国高齢者集会 

・ 会場 ： 文京シビックホール（大ホール） 

・ 開始 ： 12：30～ 

9月１６日（水） 2026年地方代表者会議 

10月14日（水） 第２回三役会 

10月14日（水） 第1回ジェンダー平等委員会 


